
評価実践
成果と課題

〇〇高等学校 〇〇 〇〇



科目「情報処理」

単元名

 第３章ビジネス情報の処理と分析
• ５節ビジネスと統計

• ②統計的推測と技法

【指導項目】

 ABC分析

 回帰分析

 その他の分析
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単元の指導と評価の計画及び
観点別学習状況評価の進め方

01.単元の目標

02.単元の評価規準

03.指導と評価の計画

04.観点別学習状況の評価の進め方

（観点：主体的に学習に取り組む態度）
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01.単元の目標

(1)ビジネス活動においての統計調査の意味や、目的に合った計算方法を身に着ける。

(2)表計算ソフトを利用して、統計に関する関数の設定方法やグラフ作成を身に着ける。

4



02.単元の評価規準
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知識・技術 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む

態度

統計の目的や活用方法を
理解し、表計算ソフトを活
用した効率的な分析技法
を身に着け、作成すること
ができる。

自ら考えて目的に応じた、
さまざまな分析手法を活
用し、その分析結果を適
切に表現できる。

統計資料を分析するため
の方法について自ら学び、
分析技法について主体的
かつ協働的に取り組もうと
している。



03.指導と評価の計画（６時間）

第 1次（3時間）

ABC分析
１．複合グラフの作成

２．ABC分析①

３．ABC分析②

第 ２次（２時間）

回帰分析

第 3 次（1時間）

その他の分析の技法
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１．回帰分析①

２．回帰分析②

１．その他の分析の技法

↑評価実践



0４.観点別学習状況の評価の進め方

授業の流れ

①本時の目標の確認

②提供データの配布

③表、グラフの作成

④分析（個人）

⑤分析内容の全体共有

⑥まとめ・自己評価

評価実施方法

行動観察、レポートの記述内容
↓

「粘り強い取組を行なおうとする側面」

「自らの学習を調整しようとする側面」

を一体的に見取り、

『主体的に学習に取り組む態度」を評価
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【主体的に学習に取り組む態度】
（ア）粘り強い取組を行なおうとする側面の評価

ワークシート・ｍａｎａｂａの記述内容を＜分析すべき事項＞と照らし合わせて、生徒の新たな
気づきや変容を見取ることにより、粘り強い取組を行おうとする側面を評価する。
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評価 Ｂ Ａ Ｃ
状況 おおむね満足できる 十分満足できる 努力を要する

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

表やグラフから適切な分析を行う
にあたって、おおむね粘り強く分析
しようとしている。

(判断の目安)
・基礎的事項に示された二つ以上の内容
について気づき、分析しようとしている。

表やグラフから適切な分析を行う
にあたって、十分に粘り強く分析し
ようとしている。

(判断の目安)
・基礎的事項に示された二つ以上の内容
について気づくとともに、発展的な事項に
示されたいずれか又は複数の内容に気づ
き、分析しようとしている。

表やグラフから適切な分析を行う
にあたって、粘り強く考察すること
ができない。
【手立て】つまずいている生徒には、
机間指導等でヒントを与え、分析
すべき事項に気づかせる。

(判断の目安)
・Ｂ評価に示された判断の目安を達成でき
ない。



〈分析すべき事項〉
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基
礎
的
事
項

〇Ａ区分、Ｂ区分、Ｃ区分について商品の区分わけができる。
〇重点的に管理をすべき商品が分析できる。
〇「売れ筋商品」がどの商品か分析できる。
〇Ｃ区分の商品に対して、何かしらの対応が必要だと分析ができる。
〇グラフの要素が増えると読み取れる情報が増えると分析できる。

発
展
的
事
項

〇Ａ区分の総売上金額が全体の何％を占めているか分析できる。
〇Ａ区分の商品を重点的に管理すると「売上の約７０％が確保できる」と分析できる。
〇Ａ区分の商品の売上が減少すると「売上全体に影響がでる」と分析できる。
〇Ｃ区分の商品に対して、「価格改定」や「販売促進」や「商品の入れ替え」などの今後の検討や対応策が必要で
あると分析できる。
〇アルバイト先や知っている企業などで、分析されている身近な事例に気づける。



（ア）粘り強い取組を行なおうとする側面の評価

評価実践①

基礎的事項に示された二つ以上
の内容に気づき、分析を行っている
ため、B評価。
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基礎的事項に示された二つ以上
の内容に気づき、C区分の商品に
対して、具体的な対応策を分析い
るため、A評価。



（ア）粘り強い取組を行なおうとする側面の評価

評価実践②

基礎的事項に示された二つ以上の内容に気づ
くことはできていないが、C区分に対して、「商品
の入れ替え」などの対応策が必要であることを分
析しているため、B評価。
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B評価に示された判断の目安を達成できてい
ないため、C評価。手立てとして、該当生徒には
「逆に人気のものはなんだろうか？」や「人気の
ないフレーバーに対してどんな対応が必要か？」
などの言葉がけを行った。



【主体的に学習に取り組む態度】
（イ）自ら学習を調整しようとする側面の評価

ｍａｎａｂａのレポートに、「今日の授業でわかったこと」を記述させる。その記述内容から自ら学
習を調整しようとする側面を評価する。
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評価 Ｂ Ａ Ｃ
状況 おおむね満足できる 十分満足できる 努力を要する

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

学習した内容を踏まえて、表やグ
ラフから分析し、自分の意見をお
おむね調整しようとしている。

(判断の目安)
・基礎的事項に示された内容のいずれか又
は複数について分析し、自らの新たな気
づきとして具体的に記述しようとしている。

学習した内容を踏まえて、表やグ
ラフから分析し、自分の意見を十
分に調整しようとしている。

(判断の目安)
・基礎的事項及び発展的事項に示された
内容のうち、それぞれいずれか又は複数に
ついて分析し、自らの新たな気づきとして
具体的に記述しようとしている。

表やグラフから分析するにあたって、
自分の意見を調整することができ
ない。
【手立て】レポートへのコメントなど、
個別に指導し、今後に生かす。

(判断の目安)
・分析について具体的に分析し、気づきを
記述することができない。



（イ）自ら学習を調整しようとする側面の評価

評価実践①

学習した内容を踏まえて、表やグラフか
ら分析することを意識できているという観
点から自分の意見を調整しようとしている
ため、B評価。
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「IF関数など友達に教わりながら復習で
きた」という具体的な記述から、自らの意
見（わからなかった事）を他者との意見
をきいて調整することができ、新たな気づき
ができた、として捉え、B評価。



（イ）自ら学習を調整しようとする側面の評価

評価実践②

気付きについて具体的に記述ができていないた
め、C評価。手立てとして、「いろいろとは具体的
になにか？」など生徒の気づきを更に深められる
よう言葉がけを行った。
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今回、学習した内容を自分の生活と照らし合
わせ考えることができているため、発展的事項を
満たしていると捉え、A評価



【主体的に学習に取り組む態度】
（ウ）二つの側面から主体的に学習に取り組む態度の評価

前述した（ア）と（イ）の二つの側面から「主体的に学習に取り組む態度」の評価を行うと

次のとおりである。
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自ら学習を調整
しようとする側面

の評価

Ａ評価 Ｂ Ａ Ａ

Ｂ評価 Ｂ Ｂ Ａ

Ｃ評価 Ｃ Ｂ Ｂ

Ｃ評価 Ｂ評価 Ａ評価

粘り強い取組を行おうとする側面の評価



（ウ）主体的に学習に取り組む態度の評価

評価実践

クラス全体での評価結果は左図の通りであった。

16

自ら学習を
調整しようと
する側面の
評価

Ａ評価 Ｂ Ａ Ａ

Ｂ評価 Ｂ Ｂ Ａ

Ｃ評価 Ｃ Ｂ Ｂ

Ｃ評価 Ｂ評価 Ａ評価

粘り強い取組を行おうとする側面の評価



"ワークシートの見直し
○自ら学習を調整しようとする側面の評価について、

「自分で分析して気づいたこと」だけでは見取りきれなかった。

→「他者の分析結果を聞いて、改めて気づいたこと」の項目を追加が必要。
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課題①



"今回はmanabaによるレポート評価が中心であった。そのため、教員からのコメントもしやすく、

生徒への手立ての仕方も伝えやすかったように感じる。

→しかし、生徒が教員からのコメントを読んで

どう感じたか、どう考えたかが教員側にわからなかった。
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課題②



"・本時の目標の明確化↓（何が分かるようになるのか、何ができるようになるのか）

・展開

↓（なぜわかったのか、なぜできたのか）

・振り返り

（次にどう生かすのか）←この時間が少なかった。
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課題③

評価をもとに生徒がどう振り返るのかが重要


